
カ
ル
テ

、
回
類
■

ス
》
刀
一
閉

切
な
治
療
に
ょ
り
、
日
常
生
活
に

え
方
に
髪
か
出
ま
す
。
主
な
症

が
り
ま
す
。

失
明
の
り
ス
ク
は
低
い
で
す

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く

物
が
ゆ
が
ん
で
見
え
る
、

状
は
、

↑
,
、
1
為

、
一
一
武
y

管
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
定

放
置
す
る
と
、
視
力
の
低
下

読
書
が
困
難
に
な
る
、
視
力
が
低

が
、

期
的
な
眼
梨
又
勇
欠
か
さ
ず
、

が
進
ん
だ
り
、
治
療
し
て
も
視
力

下
す
る
ー
な
ど
で
す
。
物
を
見
る

健
康
な
視
力
を
維
持
し
ま
し
ょ

が
あ
ま
り
回
復
し
な
か
っ
た
り
す

と
き
に
視
界
の
中
心
部
を
使
用
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

う
。

る
た
地
中
心
部
の
視
力
に
影
響

食
届
県
眼
科
医
会
、
松
原
令
・

黄
斑
前
膜
の
治
療
法
と
し
て

が
あ
る
と
生
活
に
支
障
が
あ
る
こ

神
憂
嵐
区
松
原
眼
科
ク
リ

は
主
に
需
に
ょ
る
除
去
が
一

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
ょ
一
つ

般
的
で
す
。
こ
の
手
術
は
「
硝

初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ

ニ
ッ
ク
)

し
た
い

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

と
ん
ど
な
气
苗
需
膜
が
発
見

子
体
手
術
」
と
呼
ぱ
丸
眼
球
内

し
ま
す
。

表
が
ゆ
が
ん
で
見
え
る
発
症
の
サ
イ
ン

部
の
大
部
分
を
満
た
す
硝
子
体
に

特
殊
な
器
具
を
挿
入
し
、
網
膜
に

付
着
し
て
い
る
前
膜
を
取
り
除
き

ま
す
。
手
術
は
比
較
的
安
全
で
、

視
力
の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

経
過
観
察
や
浪
の
場
貪
定
期

的
な
謬
に
ょ
っ
て
益
を
簾

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

苗
斑
前
膜
は
早
期
発
見
と
適

昔
斑
前
膜
は
光
を
感
じ
る
組

織
で
あ
る
網
膜
の
上
に
薄
い
膜
が

発
生
す
る
病
気
で
す
。
網
膜
の
う

ち
視
力
に
直
結
し
、
も
の
を
詳

細
に
見
る
と
き
に
使
う
黄
斑
部
の

=

前
(
瞳
孔
側
)

が
大
半
で
す
。

苗
斑
前
膜
の
注
松
原
因
怠
加
儲

で
す
爽
網
賜
発
や
網
膜
舘
、

糖
尿
病
網
膜
症
な
ど
の
後
遺
症
と

し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
打
撲
な
ど
の
外
傷
後
に
も

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

茜
斑
前
膜
が
厚
く
な
る
と
、

七
つ
こ
う

で
発
生
す
る
こ
と
さ
れ
た
場
合
は
定
期
的
な
眼
登
又

繁
非
常
に
重
要
で
す
。
特
に
「
文

字
が
波
打
っ
て
見
え
る
」
「
直
線

が
曲
が
っ
て
見
え
る
」
と
い
っ
た

症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
受
学
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
方
は
王

ク
セ
ル
の
表
が
ゆ
が
ん
で
見
え

見
る
」
な
ど
確
仁
の
発
見
に
つ
な

神戸新聞社 令和b年夕月夕日(日)

免許更新を機に眼科を受診すると、左目の
おうはんぜんまく

黄斑前膜と診断されました。受診すべきサイ

松原令医師

ンや失明の可育劉生、今後注意すべきことなど、

アドバイスをお願いします

(67歳、女性)

朝刊


